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仮出願の開示が特許クレームの有効性に 

どのような影響を与えるのかを示す最近の CAFC判例 
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１．はじめに 

米国仮出願とは、後に通常の特許出願をすることを前提とする仮の米国特許出願です（37 CFR 

1.53(c)、MPEP § 201.04(b)参照）。仮出願としての権利を享受するためには、35 U.S.C.112に

規定の記載要件と実施可能要件とを充足する必要があります。 

 

Pre-AIA下（先発明主義下）においては、仮出願の開示内容が充実しておらず、それゆえに仮

出願としての権利を享受できるか否かが疑わしい場合であっても、インターフェアランス手続に

おいて、自分の発明が先発明であることを立証すれば、最終的には特許を取得することが可能で

した。 

 

これに対し、AIA下においては、先発明を争うことはできないので、仮出願としての権利を享

受できるか否かは、仮出願の開示に基づいて判断されます。また、通常の特許出願のプロセキュー

ションにおいては、何か特別な状況が無い限り、優先権の有効性について判断するために仮出願

の内容がUSPTOによって精査されないことに留意する必要があります。 

 

最近、仮出願の開示が特許クレームの有効性にどのような影響を与えるのかを示すCAFC判決

が下されました。このことについて、以下に説明します。 
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